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一
八
九
ニ
年 Transitions 

of the 

Connecticut 

A
c
a
d
e
m
y
,

 

v
o
l
.
I
X
,

に
揭
げ
ら
れ
た 

Fisher 

の
如
上
の
學 

位
論
文
が
數
學
派
經
濟
學
に
，於
け
る
不
朽
の
名
著
な
る
事
は
周
く
人
の
知
る
ざ
こ
ろ
で
あ
り
て
、
.こ
の
學
派
に
屬
す 

る
普
W
に
し
て
之
に
言
及
せ
ざ
る
.は
稀
で
あ
る
.，
然
る
に
爾
後
絕
版
ざ
な
-
^
、
徒
ら
に
滿
の
み
高
ぐ
レ
て
親
し
く
之 

を
播
讀
す
る
機
會
は
容
易
に
得
ら
れ
な
ぐ
な
ウ
た
。Jacques 

.

M
o
r
e
t

は

そ

の

著

，
，
に

emp!oi 

des 

m
a
t
h
6matiqwes 

en 

6conomie 

Politique, :: 1
9
1
5
.
,

に
於
て「

右
の
書
は
書
肆
を
涉
獵
す
る
も
得
べ
.か

ら

す

"
^
圓

書

航

ビ

雖

も

之

を

具
 

ふ
る
は
稀
で
あ
る」

ざ
館
摘
し
、
斯
く
て11

ギ
後
のI

九
.一
七
年
に
は
自
ら
 ̂J

の
佛
譯(Recherohes 

m
a
t
h
6mati, 

.ques 

,
s
r

la 

th&rie d
e
l
a

 

valur 

et 

des 

prix.〕

を
世
に
提
供
し
た
。
併
し
こ
の
佛
譯
，ミ
雖
も
餘

<jn

廣
ぐ
は
行
き 

M
つ
す
厥
ら
ぬ
ら
し
い
。
か
.>
る
次
第
で
ホ
る
^
ら̂
原
*
の
！$
:び
世
に
現
は
れ
ん
事
は
'此
の
方
而
に
興
味
を
.抱
く
者 

の
爾
レ；；

ぐ
希
望
す
るV}

こ
力
で
'あ
つ
た
> 
そ
し
て
こ
の
希
望
は
本
書
が
最
近Yale 

★
學
版
ど
し
て
與
版
せ
、ら
る.A 

.
g

に
依0

て
滿
た
さ
れ
た
譯
で
あ
る
。
氏
は
新
版
の
序
文
に
再
版
の
次
第
を
述
べ
て
次
の
如
ぐ
言
う
て
ゐ
る
0「

數
學 

泥
經
濟
學
者
は
本
臀
の
W
刊
を
頻
り
に
»
告
し
"
>
の̂
|
人
は
本
,
は
旣
に
4
2典
臀
0
類̂
に
入
ウ
て
ゐ
る
か
、ら
從
，来 

よ
-
も̂
更
に
利
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
ビ
も
謂
つ
た
二
分
の4

世
紀
を
經
て
W
版
を
世
に
問
ふ
所
以
は
妓
に
狂
る」 

(
p
r
e
s
i
.
)

 

-
 

M
M 

マ 

' 

.

: 

‘
 

.

•

 

膨
に
本
W
が

古

典

，的

色

彩

を

®
ぶ
る
以
上
ノ
之
に
S
す
る
批
評
ビ
か
紹
介
，、

J

か
は
素
よ
ゥ
枚
擧
に
逵
な
き
殺
で
め 

つて
"' 

培
に
：#
版
の事

®
?

を
語
る
事
に
依
つ
て
紹
♦
の
旺
務
は
終
.ム
£
目
つ
て
も
よ
い
.の
で
あ
る
。
併
し
就
は
久
し 

き
以
前
よ
ら
前
揭
佛
譯
誉
'を
增
井
熟
授
ょ
b
貸
典
さ
れ
、
，多
沙
の
親
し
み
を
灣
え
て
ゐ
る
關
係
か
ら
、
こ
の
機
を
利 

用
レ
て
そ
の
內
溶
の

j

端
を
紹
介
し
た
い
？
思
ふ
。
 

，，

都

二

十

卷(
一

五
0
出〕

新
刊
紹
介

鎮
十1

號

路U

十f

 

s

o
六〕

：

I

I
 

f

驶

,
5
0 

し
ぐ
緩
和
せ
ら
れ
、
初
版
に
見
る
論

&

の
精
鋭
ぶ
職
達
ざ
が
»

な
か
ら
す
失
は
れ
て
居
る

Q 

.
ザ
版
ビ
修
正
版
並
に
爾
餘
の
著
作

-ど
を
此
較
し
て
論
評
す
：
^
き
點
が
少
な
ぐ
な
い
。

又
之

.に

關

聯

し

て

「

政
ム
ロ
，
け 

正

義」

ぷ

：す

、；

22

後

の

事

かn

ト

ン

の

性

格

，

/
Vパ
乂
友
、

不

遇

な

力

し

其

9

晚

年

、

並
に
時
人
後
人
に
及
ぼ
せ
る
影 

f

等
に

.關
し
て
言
ふ
可
さ
，事

は
嫩
る
多
い
。
併
し
此
等
一
の
事
情
：に
就
て
は
、

p
r
e
s
t
b
n
,

が
.本
#

の
卷
ま
に

稍

I

V
文 

の

I
n
t
r
o
d
l
o
n
,

を

，書

い

て

居

る

が

ら

、

S

は
之
に
就
い
で
其
の
大
要
を
知
る
事
が
出
來
よ
ぅ

c
.

更

に

「

政
治
的 

m
義

」

に

®
聯
し
て
ゴ
ド
キ
ン
を
，論
じ
ね
る
主
な
る
著
書
ご
し
て

> 

3
, 

s
a
l
t
"

 

0

Q

f 

’p
o
l
i
t
i
c
a
l

 

J
u
s
t
i
c
e

な 

1
1
th 

a
n

 

f
n
t
r
o
d
u
c
f

 )

. 

‘
，1
8
9
9お

.K
e
e
g
a
n

 

P
a
u
}
:

 : w
i
i
H
I
:

 

G
o
d
w
i
n
,

 

H
i
s

 

F
r
i
e
f

 

'
a
n
d

 

c
o
n
t
l
o
r
a
r
i
e
s
,

 

I ま
. ：
：H
.

 

N
*

 

Krailsford : 

s
m
i
f
,
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G
a
w

 
ぞ

直

.

,
a
r
c
l
e
.
: 

(
1,9

1
3
). 

R
a
B
o
n
4

 

G
o
u
r
g
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w
i
m

 

て
。
t

ギ

S
a

 

Vie, 

s
e
s

 

Q
s
v
r
e
s

 

P
r
i
n
d
p

澄
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：19
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r
e

 

R
a
m
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w
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a
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G
p
d
l
,

 

d
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h
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き
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g
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h
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n
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s
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9
0
7
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H
s
r
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G
o
d
w
i
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9
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3
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a
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T
n
e
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d
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o
f

 t
h
e

 

A
g
e
.
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V
O
L

 

\V, 

Q でw
o
r
k
s
,
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0
4
)
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等
を

'擧

.
f
,事
が
出

.
 ̂る
が

>
 
彼
^̂

，ポ

の

著

锡

ど

し

て

は

 

F
o
r
d

 
.お
.jgrpwn : 

T
h
e

 
Life 

o
f WU

H
a
m

 

Godwin, 

Ibadon, 

1
0
2
6
.,

が 
5

。

コ：

I
:け
シ
の「

政
*ン
び
的
-ザ
義」

は
社
會
主
義
的
文
書
の
中
に
あ
ね
て
も
最
も
古
典
，的
な
る
.も
の 

> 
一
ウ
で
ょ
あ
る
.、バ
、
 

之
力
W
會
的
批S

た
關
す
.る
®
想

今

'日
'尙
全
ぐ
無
用
で
.あ
：る
をi

r

思

は

れ

な

い

。
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第
十1

0

S
1
I

註
。
本
後
の 

し V"

手is?

の

も

の

.：
に

 

E
d
g
e
w
o
r
t
h

 (papers 

relating 

to Fol. 

Ec)n. 

vol’J
I
L

 

pp. 

3
6
.
4
0

 

W

 
滞
廣
者 

J. 

M
e 

ret 

の
前 

;

报
ポ
：

<:pp, 

I
3
6
i
,

◊
が
あ
る
o
次
の1

文
は
こ
の
雨
あ
じ
料
ふW

V

ろ
が
多
い
。

本
誉
の
#
點
は
右
佛
譯
に
原
著
者
自
ら
寄
せ
た
序
文
に
明
か
で
ぁ
る
。
日
く「

本
臀め

.：

ま

®
は

次

の

狠

目

に

分 

ウ
事
が
出
來
る
。(

こ
經
满
學：

に
赞
け
'る
數
學
0
効
果
，(

1

G物
！？

學
及
び
液
體
力
舉
機
械
に
比
較
す
る
の
効
染 

(

三〕

衡
A
し
得
る
數
量
ど
し
て
の
利
用
の
研
究
、(

S

糊
々
な
る
特
殊
例(

例
之
、
ニ
®
の
貨
物
が
相
互
に
神
的 

な
る
ど
き
又
は
代
替
的
な
る
に
於
け
る
利
用
の
相
瓦
依
頼
：刷
係
を
示
す
事

」

：

本
誉
は
二
部
よ
-
成̂
る
。
第j

部
チ
ー
.

物
の
利
用
は
华
に
該
貨
物
量
の
み
の
®
數

、
見
做
し
、
第
二
部
は一

貨 

物
の
刹
用
を
總
て
の
®
物
の
量
の
®
數

t
見
做
す
も
の
で
ある

，' 

こ
の
異
る
前
提
は
推
論
に
多
大
の
相
違
を
‘举
さ
し 

む
る
も
の
で
あ
る
か
ら
豫
め
腦
裡
に
®
め
て
置

ぐ

必
要
が
あ

る

。

(

第1

，ぐ氏
は
先
つ
利
用
の
舉
位
を
維
定
せ
ん
ご
す
る

。
0
{
,「

Jevss, 

Marshall, 

Goiscn, 

Launhardt 

の
諸
'

抑
も
利
ガ
の
比
率
な
る
も
の
が
‘

If：
を
載
味
す
る
か
を
，毫
ふ
說
明
し
な
い
/
^
而
も
彼
等
は
圓
形
の
中
に
こ
の 

R
忿
を
援
用
し
ウ
 

>
あ
る
。
先
も

E
d
g
e
w
o
r
t
h

は
辛
じ
て
認
知
し
得
る
快
樂
の
潘
i

は
相
等
し
考
へ"

こ
の 

3inlmllm 

sensible

を
以
て
快
樂
を
衡
*
す
べ
き
單
徹な

.；> 
ざ
し
た
。
：

感
覺
を
飯
®
す
る
爲
な
ら
ぱ
右
は
恐
ら 

ぐ
唯一

の
方
法
で
あ
ら
ラ
。
斯
か
る
揚
合
に
は
现
象
は
生
觀
的
な
る
も
の
で
あ
ゎ
隨
つ
て
尺
度
も
亦
然
り
で
あ
る
。
 

乍
併
、
經
濟
學
に
於H

は
现
象
は
客
觀
的
な
ろ
も
の
で
あ
-
隨̂
0
T
尺
度
も
亦
然
る
ぽ
き
も
の
で
：あ
る」

ご(P- 

S
Q 

乃
ち
氏
ぱ
經
濟
理
瑜

.

よ
.

>
主
觀
的
考
傲
を
排
除
せ
んVJ

す
る
も
の
で
ぁ
る
。
ほ
の
認
む
る
心
理
的
前
提
は「

各
人
は 

そ
の
欲
す
る
が
儘
に
行
動
.す
る」

，
ど

い

ふ！

事
に
止
ま
る
。
之
よ
り
利
用
が
數
量
ね

一る
ベ
さ
定
義
を
擧
げ
る 

:
0
J ...For a given

,
 individual

,
 at... a 

g
i
v
s

 

time, 

the 

utility 

of A
 units..of 

one 

c
o
m
m
o
d
i
t
y

 

or services 

:(
o
:
」
s,equal 

to,:., the. utility, of B. units .of. an.otb.er 

(
b
\

 if. 
the, Individual 

has 

po desire 

for 

t:he 

one 

the exclusion 

of the 

other.

f

I

j

i

r\w

F
o
r

 

a

 

p
i
v
e
n

 

i
n
d
M
d
u
a
l

 

at 

a

 

g
i
<
e
n

 

t
l
m

ど t
h
e

 

utility 

o
f

 

A

 

unit:5.6f 

(
a
〕

ex<;ee<3.s 

the 

utility 

of 

B

 

units 

o
f

i
f

 

thi 

i
n
d
i
v
i
d
u
a
l 

prefers 

A

 

t
o the 

e
x
c
l
u
s
i
o
n

 

o
f

 B

 

rather 
t
h
a
n

 

for 

B

 

to 

th

れ

exclusion 

s A
.

.

i
の
觉
義
よ
々
氏
は
簡
単
な
る
交
換
方
程
式
を
求
め
て
ゐ
る
が
、
そ
の
結
果
は
.
^

<

s

s
の
そ
れ
ど
N1

で
あ
る

(P. 

1
3
-
/

然
る
に
氏
は
更
に
進
；
れ
で
右
の

U

命
題
は
.ま
だ
以
て
利
用
の
數
景
的
#

質
を
釋
明
す
る
に
不
充
分
で
あ

る
し
、「

吾
人
は

1

決
樂
が
他
の1

快
樂
の
正
確
に
幾
倍
な
る
か
を
斷
言
す
る
事
は
殆
グ」

或
ひ
は
全
く
不
可
能
で
あ

る」

の
，.Jevons

.
のj

言
は
從
来
の
數
學
派
經
濟
學
の
鞭
陷
を
腿
露
し
つ
、
あ
る
*
見̂
る
Q
斯
ぐ
て
館1

の
問
®

は
一
.一
利
用
の
微
少
量
の
比
を
發
姑
ザ
る
に
あ
る
。
氏
は
麵
織
の
例
を
引
て
言
ふ
。
.今

1

人
がI

ギ
に
：A
本
を
消
費
す

-る
も
の
^
.す̂
れ
ぱ
そ
の
最
後
め
ニ
本
の
利
用
は
百
五
十
本
を
泡
費
す
る
時
の
最
後
の
：

t

本
の
利
用
よ
り
も
大
な
る
事

は
明
か
で
I

O
然
ら
ぱ
兩
者
，の
比
は
如
何
.「

を
の
比
はK

5

番
目
の
利
用
を
百
五
‘十
番
目
の
利
用
マ

」

を
鎮n

1

の
利
用

對
比
す
る
に
依
つ
て
發
見
せ
ら
れ
.る」

。
こ
の
第
S
.の
：利
用
は
柱
意
貨
物
め
限
界
利
用
で
あ
る
。
乃
も1

般
に 

へ 2) 

T
h
e

 

ratio 

of t
w
o

 inBnitesimal 

utilities 

is measl;ed 

by' t,h0 rati9 of t
w
o

 

sfioitcsimal increments

wlhose 

ratio 

is 

reĉ
uirecv 

5>rovided tiiese 

increments 

are 

oh 

the 

margin o
f

 equal nnite quantities. 

'
而
し
て
-J

の
定
義
は
異
る
貨
物
.：
又

は

動

，勞

)

の

微：：

少

利

用

を

比

較

す

.る
に
，も
適
用
せ
ら
れ
：石

(P. 

 ̂

S

.以
上
の
ニ
一 

ツ
は
乃
ち
利
用
の
數
®
的
性
質
を
明
か
な
ら
し
む
る
所
②
で
あ
る
ざ
謂
ふ
。
：

.

'

之
よ
り
更
に
：刹
用
の
單
位
を
定
め
ん
ど
し
：

「

任
意
の
货
物
の
任
意
の
貴
の
限
界
に
於
け
る
限
界
利
用
はr

定
時f 

定
人
に
對
b
利
用
の
單
位
於
る
を
得
；

J

ミ
論
じ
："之
を
名
，け
てutil

ど
言
ふ
。.，
蓋

し

氏

の

；
新

.造
語
で
あ
る
y
n

(pantalesi 

は

Pure 

E
c
o
n
o
m
i
c
s
,

サ
.1

2
3

に
於
て
之
に
左
®
し
て
ゐ
る
0
ゃ
か〜

る
槪
念
は
例
へ
ぱJ

e
v
o
n
s

の
利
用
曲
線
の 

意
味
を
明
か
な
ら
し
む
る
効
果
が
あ
る
。

尤
も
如
上
の
所
論
は
單
に
：I.

館
人
に
對
し
て
の
み
適
用
，さ
る
，>
に
：過
ぎ
ぬ
0

異
，.る
-

a

人
間
の
利
用
比
，較
に
就
て
は

第
二
十
盤(

一

五
。
九

〕

新
刊
紹
介

，然

す

I

艘

1 

i



，ニン ン::コご

が
理
論
經
濟
學
の
翦
極
の
目
的
で
あ
る
が
、s

s
h
e
r

は
之
に
.反
し
て
一
般
の
場
合
は
®
力
猿1

部
で
あ
-

C
V
A

第
二
部 

は

単

にsecond 

approximation 

vj

見
做
し
て
ゐ
る(p. 

64.)。

氏
が
"
I
,サ
ン
ヌ
學
派
に
最
も
接
近
せ
る
一
人 

で
あ
る
事
は
⑥
に 

M
；urray 

の
謂
ふ
通
-
で̂
あ
る(

L
e
90ns d

ぶcon, 

Pol, 

suivant 

】a 

doctrine 
de 

P
6coIe 

de 

Lausanne, 

p. 

6
7
.

じ
じ
が
、
如
上
の
腿
隔
の
存
す
る！

事
は
之
を
記
憶
し
置
く
必
要
が
あ
る
。

氏
は
先
す
如
上
の
假
定
の
下
に
於
て
は
機
械
學
的
說
明
は
最
早
や
用
ふ
可
ら
ざ
る
を
明
か
に
し
、
寧
ろ
自
ル
な
る 

記
號
に
依
毅
せ
ん
ビ
す
る
。11

貨
物
が
相
a
依
頼
の
關
係
に
入
る
は
兩
者
が
代
替
的
な
る
か
> 
補
足
的
な
る
か
の
場 

谷
で
あ
る
.0
 
,
 

'
 

- 

-
し
：

第

r

部
の
！̂
的
は
上
掲
の
三
定
義
に
立
脚
し
て
價
値
及
び
慣
格
の
問
題
を
解
く
に
在
つ
た
が
、
異
る
二
人
間
の
刹 

用
を
，識
す
る
に
當
つ
て
第
三
定
義
が
無
用
ざ
な
る
事
は
明
か
で
あ
る
。
否
"
氏
は「

價
格
及
び
分
配
を
論
す
る
に
勝
し 

て
は
異
る
ニ
人
旧
の
利
用
の
比
が
如
何
な
る
意
味
な
る
か
を
明
確
な
ら
し
，̂
る
必
要
，は
無
い

」

ご
論
じ
、

「

坐
標
式
に 

.
®

ら
す
、
無
差
別
曲
線
ょ
-
出̂
發
す
る
な
ら
ば
、
第m

定
義
は
經
濟
平
衡
を
釋
明
す
る
に
全
ぐ
不
必
要
で
あ
る」

ざ 

斷
定
し
ね
。
こ
れ
職
てP

a
r
e
t
o

の

主

な

b
し
も
の
で
あ
：る
。

第
二
部
は
數
學
的
に
示
ず
に
非
ん
ぱ
そ
の
一
端
を
も
傅
ふ
る
事
は
困
難
で
あ
る
。s

g
e
w
o
r
t
h

は
前
.揭
誉
三
八R 

以
下
に
於
て
數
學
を
用
ふ
る
事
な
ぐ
，之
を
企
て
た
が
、

一：
般
讀
者
が
な
に
，依
つ
て

’如
何
な
る
殺
瘦
迄indifrersce 

curve, m
a
x
i
m
u
m

.

direction

等
.の
瓶
念
を
.理

，解

し

得

る

：
で

あ

：
ら

-ぅ
か
。，
私
は
此
處
に
之
..を

避

：
^
.
た

い

ざ

，
思

ふ

。 

，
.私
が
特
に
典
除
を
感
す
る
の
はvtrctor 

quantity

の
使
用
で
あ
る
。
單
に
大
さ
の
み
な
ら
す
同
時
に
方
向
を
も 

示
す
事
は
物
弹
學
た
於
：て
最
も
重
要
：で
あ
る
が
"
，
經
濟
學
に
於
；て
も
之
：が
使
用
は
多
大
の
効
報
が
あ
る
ざ
思
ふ
ぬ
‘
增 

加
收
入
の
使
途
を
ポ
す

：I
x
h
r
l

ポ
3
:
 direc

まn

の
如
き
は
.こ
の
一
；例
で
め
るv(P. 

7ト
^̂
^

:::

本
*に
：.

^
.ッ
0
附

録

：が

あ

る

。

第
，：I

. H

は

本

隐

の

注

意

：；ざ

制

-限
：

し
"
第
S
に
於
て
は
經
#
舉
に
於
け
る 

數
學
的
法
め
効
果
ビ
藤
史
を
簡
單
に
述
べ
、
第
®
は
こ
の
ま
®
の
文
献
集
す
'诛
る
。
第
S
は

何

人

に

も

興

：味

：
が

.
あ

然

二
十
卷(

一

五
！一

)

新
刊
紹
介 

：

奶
十一

號

1
‘四
‘五

1
I
I

I

J

3

饼

二

十

餘a

五T
.
0
,

新
利
紹
介 

f

r

s

, 

5
,
m

第11
部
第
四
章
に
移
ら
ね
ば
な
：ら
ぬ
。

.：
併
し
滿
足
す
べ
き
解
答
は
得
.お
れ
な
い
◊
.大

體

に「

か〜

る
企
て
は
吾
人
の
：
 

義
務
に
非
す」

ざ
爲
し
ク
®「

之
.が
果
さ
る
、
時
は
必
す
や
客
觀
的
標
準
に
據
る
し
と
思
考
し
、
そ
の
標
準
は
货
觸
に 

非
す
し
て
摩
ろ
主
要
貨
物
の
完
全
な
る
統
計
な
る
；ベ
し
ご
想
像
し
す
ゐ
ろ
ら
.

W
び
元
に
迴
ゎ
、
成
は
以
上
の
諸
定
義
.を

展

開

，む

て

自

由

髓

银

下

の

I

乃

ち

，，
n
人

が

種

の

貨

物

を

5̂
:
^

す
る
，
 

場
.合
の一

K

乂
換
方
描
武
か〕

.求
め
セ
が
、
.そ
の
結
果
はW

ゅIras;

の
.そ
れ
ビI

政
.し
た
b
:
.
,
雨
者
0

相
違
は
前
者
は
：
：
：
 ̂

界
利
用
を
货
物
量
の
函
數
ビ
し
g
梭
者
は
®
物
量
を
價
將
の
，®
.數

ビ

爲

す

點

の

み

で

あ

る

‘ 

1
 

.

.，交
換
1

を
說
明
す
る
に
氏
は
#

何
圓
形
ょ
-CV

も
機
械
學
の
：a
を
®
用

す

n
經
濟
學
者に

：'

し
て
‘斯
學
ご 

機
械
學
ご
の
對
比
を
毫
も
試
み
ざ
る
考
は
始
ご
無
い
？.
或
る
者
は
經
雜
上$

力
の
作
用
は
機
械
學
の
平
衡
の
理V

.

恣 

觀
&
す

る

言

ふ

y,又
價
格
の
均
一
性
を
水
準
の
平
均
性
に
臂
ふ
る
者
も
あJevQns..:

は
：家
換
方
程
式
‘を
權
す
の
.
' 

法
則
に
比
し
ね
® 

泡
：に
經
'濟
學
寧
は
多
く
の
用
語
を
機
.械

學

か

ら

借

用

：：し

；

.て
ぬ
4

。

e
q
u
i
l
i
b
r
f
, 

d-astlcity, 

e
x
p
I
g
,

 

M
a
t
f
o
a

 

etc. 

etc.。

乃
ち
働
何
舉
ょ
ひ
も
機
械
學
の
：援
用
を
便
ピ
す
る
：。
.而
も
金
の
知
る 

服
り
に
於
て
は
宋
だ
何
人
も
狀
®
に
：し
て
複
雜
な
る
平
衡
，の
間
题
を
機
械
學
的
に
，；示
さ
ん
を
企
て
た
者
は
無
い
-
 

>、

」 

2
4
)。

斯
ぐ
て
氏
は
自
、ら
赞
驗
機
具
を
娘
作
し
g
之
に
依
つ
て
經
濟
的
變
動
の
相
互
刷
係
を
あ
る
程
度
迄
眼
前
に 

M
開

せ

じ

む

る

を

得

た

，
。
、

.
p
l
e
o
n
r

はr
. J

の
機
具
は
單
な
る
科
學
的
»
異
で
は
無
い0 ,

又
方
S

を
示
す
*
隙 

が
.f
程
に
週
ぎ
ぬ
も
の
で
も
無
い
。：，そ
は
，
適
當
に
.言
へ
ぱ
' 

他
の
.事

情

の

等

し

き

限

ら

或

る

原

因

の

，結

果

を

.目

前
 

に
考
辦
た
、ら
し
め
耳
つ
之
に
近
似
的
尺
度
を
與
ふ
る
#

の
研
究
具
で
あ
る」

評

し

た(Moret, 

ibid, 

V 
1

4

0

)

0 

新
版
の
序
文
に
依
れ
ぱ
右
の
機
具
も
最
.近
破
損
し
昨
年
w
造
し
た
ご
の
事
で
黎
賜
に
そ
の
寫
眞
が
嚴
せ
て
あ
る
？
著 

し
ぐ
複
雜
の
鹿
を
加
へ
た
事
を
觀
収
す
る
で
あ
ら
ぅ
。

(

ま

に

務

る

ビ

共

に

第

j

部
の
假
定
は
放
棄
さ
，れ
、5

物
の
利
用
は
他
のr

切
の
.货
物
厳
の
函
救
ビ
し
て 

#
.提
さ
わ
る
。
5
^
1、ザ
ン
ヌ
夢
派
.に
從
へ
ぱ
斯
か
.る
前
提i.-cs

出
發
し

て

I

,般
平
衡
の
問
題
；を
明
か
な
ら
し
む
る
事

r
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ま

は

數

學

ゆ

凝

用

を

主

張

し

て

日
<

「

經
濟：®

世
界
は
霧
の 

厕
で
あ
：るA
最
初
の
探
險
寒
は
援
け
#
き
，#
感

を

嫩

：
シ
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し
セ
0
激
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は
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火
で
ふ
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依
つ
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來
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も
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嫩
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 H

遙

か

彼
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事
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出

來
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.' 

ニ
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文
献
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氏
が

c
i
n
o
t
^

の
英
識
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し

お

も
‘0
お

比

し
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完

全
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ぁ
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